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7.2.2 開水路の変状検出 

（1）基本的な考え方 

農業水利施設の機能保全の手引き「開水路」では、１次点検（巡回目視）

と２次点検（近接目視と計測）について点検手法を定義しており、これに従

い具体的な点検が実施されている。 

UAV で撮影した画像による点検は、写真による変状箇所の検出に加え、三

次元点群データを整備することにより、その規模の検出を行う。 

なお、適用範囲は、実験事例等から一次点検（巡回目視）と二次点検（近

接目視と計測）の一部とする。 

 

（2）点検項目と適用範囲 

UAV で撮影した画像による点検項目は、表 7．2に示す項目とする。 
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表7.2 点検項目（構造に関する）及び UAV の適用範囲 
 

 

 
点検区分 

現地 

踏査 注 1) 

点検内容と対応可（○）否（×） 利用成果 

 点検項目 写真 ３Ｄ注 2) 

構 

 

 

造 

力学安全性 

ひび割れ 

最大幅 － ひび割れの最大幅の計測 × × 

延長 － ひび割れの延長、範囲の計測 ○ × 

有無の検出、タイプの判別 ○ ひび割れのタイプ判別（幅 1mm 以上で判別） ○ × 

変形・歪み 変形・歪み量 ○ 変状の有無、歪量の計測（水平、鉛直） ○ ○ 

圧縮強度 圧縮強度（反発硬度） － 簡易計測 × × 

耐久性 

材料劣化 

浮き ○ 変状の有無、変状範囲の計測 ○ × 

剥離・剥落・スケーリング ○ 変状の有無、変状範囲の計測 ○ × 

ポップアウト（剥がれ） ○ 変状の有無、変状範囲の計測 ○ × 

（析出物）ゲルの滲出 ○ 変状の有無、変状範囲 ○ × 

錆汁、変色 ○ 変状の有無、変状範囲の計測 ○ × 

摩耗・風化 ○ 変状の有無、変状範囲の計測 ○ × 

漏水（痕跡） ○ 変状の有無、変状範囲の計測 ○ × 

鉄筋露出 ○ 変状の有無、変状範囲の計測 ○ × 

中性化 
中性化深さ/中性化残り － 写真、画像結果では点検不可 × × 

鉄筋かぶり － 写真、画像結果では点検不可 × × 

安定性 地盤変形 
背面土の空洞化 － 写真、画像結果では点検不可 × × 

不同沈下 － 目視による有無、簡易計測（5cm） ○ ○ 

上記性能を含

む構造性能 
目地の劣化 

目地の開き（幅 1mm 以上） ○ 変状の有無、箇所、開き幅の計測 ○ ○ 

段差 ○ 変状の有無、箇所、段差の計測(6mm 以上を対象) ○ ○ 

止水板の破断 ○ 変状の有無 ○ × 

漏水痕跡 ○ 変状の有無、箇所 ○ × 

周縁コンクリートの欠損等 ○ 変状の有無、箇所 ○ × 

注 1)現地踏査：点検レベルは変状有無の検出まで（○:UAV 撮影で対応可能、-:維持管理マニュアルでは点検項目に該当しない） 

注 2）３Ｄ：三次元点群データ及びその加工成果 
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（3）点検方法と点検事例 

① ひび割れ 

 

 

 

 

 

 

 

 ひび割れの検出例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.12 ひび割れの検出例 

○ひび割れは、垂直撮影および斜め撮影の単写真、オルソフォト画像より変状箇

所・範囲を検出する。 

 注）高度 3m で 0.2mm 以上まで検出可能であるが、飛行の安全面から高度 10m

で 1mm 以上までの検出を標準とする。 

○ひび割れの長さ、範囲は、オルソフォト画像より直線的に計測する。 

斜め単写真 
ひび割れ ひび割れ 

斜め単写真 

壁面オルソフォトより規模を計測 

0.24m 

単独ひび割れ 

長さの計測 
網状ひび割れ 

範囲の計測 

0.85m 

0.23m 
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② 変形・歪み、転倒・滑動、浮上、欠損・損傷 

 

 

 

 

 

 

 歪み（目地開き）の検出例 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

図7.13 側壁の歪み（目地開き）の検出例 

 

 目地部の損傷（破断）の検出例 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

図7.14 目地部の損傷（破断）の検出例 

 

○変形・歪み、転倒・滑動、浮上、欠損・損傷は、鉛直撮影および斜め撮影の

単写真、オルソフォト画像より変状箇所・範囲を検出する。 

○相対変化量（水平、垂直）は、オルソフォト画像、三次元点群データから計測す

る。 

斜め単写真 

斜め単写真 

ｺﾝｸﾘｰﾄブロック 

（目地部の破断） 

斜め単写真 
柵渠板の歪み 

（目地開き） 

水平 0.3m の歪み Ｂ 

Ｂ 

Ａ 

Ａ 

Ｃ 

Ｃ 
側壁横断図より歪み量計測 
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③ 材料劣化 

 

 

 

 

 コンクリート表面の剥落、欠損の検出例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.15  

図7.16  

図7.17 コンクリート表面の剥落、欠損の検出例 

 

 錆汁・変色、欠損、鉄筋の露出の検出例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.18 欠損・鉄筋の露出の検出例 

 

○材料劣化は、開水路表面の状態について、垂直撮影および斜め撮影の単写

真、オルソフォト画像により変状箇所を検出する。 

○変状範囲は、オルソフォト画像により計測する。 

斜め単写真 

剥落・欠損 

剥落・欠損 

壁面オルソフォト 

欠損・鉄筋の露出 

錆汁・変色 

欠損 

0.22m 
0.77m 

0 。
64m 

0.28m 
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 鋼材の腐食の検出例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.19 鋼材の腐食の検出例 

塗料が剥がれ腐食（錆）が進行 

斜め単写真 

斜め単写真 
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④ 地盤変形（背面土の空洞化） 

 

 

 

 

 周辺地盤の変状検出例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.20 周辺地盤の陥没の検出例 

○周辺地盤の変状（陥没、ひび割れなど）は、撮影した垂直、斜め画像及び標高分

布図により検出する。 

○周辺地盤の変状範囲、規模は、三次元点群データにより計測する。 

斜め単写真 

側壁背後地の陥没 

標高区分図（範囲の計測） 

0.78m 

0.41m 

2.50m 

0.41m 

横断図（深さの計測） 

-1.42m 

-1.23m 

最大 0.2m の陥没 

-1.54m 

-1.23m 

最大 0.3m の陥没 

横断図（深さの計測） 
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⑤ 不同沈下 

 

 

 

 

 

 

 不同沈下の検出例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.21 不同沈下の検出例 

 
 

 

 

縦断測線 

10cm 
基準標高（計画天端高） 

オルソフォト画像 

○不同沈下は、開水路側壁の天端高を計測することで検出する。 

○天端の高さは、三次元点群データより作成した標高区分図、縦横断図から検出

する。 

○基準高さ（設計高）との相対高、標高は、縦横断図から計測する。 

○沈下量は、基準高さ（設計高）又は過年度計測高さとの差分を縦横断図から算

出する。 
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⑥ 目地の開き、段差 

 

 

 

 

 目地開き、周縁コンクリートの欠損検出例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.22 目地の劣化による目地開き、コンクリート欠損の検出例 

○目地開き、段差、止水版の破断等の目地の劣化は、垂直撮影および斜め撮影

の単写真、オルソフォト画像より変状箇所・範囲を検出する。 

○段差は、三次元点群データ（縦断図）より計測する。 

斜め単写真 

壁面オルソフォト画像 

目地開き 

1cm 

目地周縁コンクリートの欠損 
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 段差の検出・計測例 

 

 

 

 

 

 

 

図7.23 段差の検出・計測例 

⑦ 漏水痕跡 

 

 

 

 

 漏水痕跡の検出例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.24 地の劣化による漏水の痕跡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オルソフォト画像 

Ａ 

Ｂ 4.38m 

4.61mm 

段差 0.23m 

縦断図 

Ａ Ｂ 

○漏水・漏水痕跡などは、垂直撮影および斜め撮影の単写真、オルソフォト画像より

箇所・範囲を検出する。 

斜め単写真 

漏水跡 

目地からの地下水の漏水による変色 
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